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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

物理は決して「公式を暗記して代入する科目」「出題パターンを覚える」学問ではない。授業では，

法則・公式の導出方法や物理的に考えるプロセスを習得してほしい。家庭学習では，問題集や授業

で扱った問題を中心に復習を重視するとよい。1つ 1つの問題で問われている物理現象について，

授業内容と照らし合わせながら，「この法則が使える根拠・条件は何か」「なぜこのような式が立

てられるのか」を考えながら解くことで，物理的な思考力が鍛えられる。 

 

 

２ 学習の到達目標 

各分野において，それらの原理原則を学び物理的法則を導出する。また，それらの相互的な関係性

を学ぶことで，物理学の基礎を理解し，さらなる応用にも生かせられるようにし，新たな課題を解

決するための知識と思考力を伸ばす。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との関連

を図りながら物理現象に

関心を持ち，意欲的に探

求しようとするととも

に，異なる物理現象に共

通する基本的な概念や法

則を系統的に理解するた

めの科学的な見方や考え

方を身につけている。 

物理現象の中に問題を見

出し，探求する過程を通

して，物事を科学的に考

察し，導き出した考えを

数学を用いて適切に表現

することができる。 

物理現象に関する実験を

行い，基本操作を習得す

るとともに，それらの過

程や結果を的確に記録，

整理し，自然の事物・現

象を科学的に探求する技

能を身につけている。 

物理現象について，基本

的な概念や原理・原則を

理解し，知識を身につけ

ている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートや探究活動の

記述 

 

学習状況の観察 

ノートや探究活動の

記述 

小テストの結果 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートや探究活動の

記述 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートや探究活動の

記述 

小テストの結果 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

力
と
運
動 

剛体 

・力のモーメント 

・モーメントのつりあい 

・重心 

○    a:各分野において，その現象に

関心をもっている。また日常

生活や具体的事象との関連

に関心を持ち，意欲的に探求

しようとする。 

b:状況等を把握し，正確に立式

及び，解答を導くことができ

る。 

c:三角形の厚紙の重心を求め

ることができる。 

 ばねの単振動において，質量

やばね定数と，周期との関係

を導くことができる。 

d:公式の導出や考え方の原理

原則が理解できている。 

 

学習状況の

観察 

ノートや探

究活動の記

述 

小テストの

結果 

定期考査の

結果 

 

運動量と力積 

・運動量と力積 

・運動量保存則 

・反発係数 

 

 ○   

 

円運動と万有引力 

・等速円運動 

・慣性力 

・万有引力 

・単振動 

   ○ 

 熱
と
気
体 

  
気体のエネルギーと状態変

化 

・気体の法則 

・気体の状態変化 

・気体分子運動論 

熱機関と熱効率 

 

○    a:気体の熱とエネルギーの関

係に関心をもっている。また

日常生活や具体的事象との

関連に関心を持ち，意欲的に

探求しようとする。 

b:状況等を把握し，正確に立式

及び，解答を導くことができ

る。 

c:断熱圧縮による発火の説明

を正しくすることができる。 

d:公式の導出が理解できてお

り，かつ気体の変化をグラフ

化することができている。 

 

学習状況の

観察 

ノートや探

究活動の記

述 

小テストの

結果 

定期考査の

結果 



 電
磁
気
学 

電流と磁場 

・電流のつくる磁場 

・電流が磁場から受ける力 

・ローレンツ力 

 

   ○ a:各分野において，その現象に

関心をもっている。また日常

での応用例との関連に関心

を持ち，意欲的に探求しよう

とする。 

b:状況等を把握し，正確に立式

及び，解答を導くことができ

る。 

c:方位磁針を用いて，円形電

流，ソレノイドのまわりにで

きる磁場のようすを調べ，磁

場の向きや磁場の強さの強

弱を判断することができる。 

 渦電流の効果を確認し，その

効果と電磁誘導の関係につ

いて説明ができる。  

 

d:定義を正しく理解し，公式の

導出や考え方を定性的かつ

定量的に理解できている。 

 

学習状況の

観察 

ノートや探

究活動の記

述 

小テストの

結果 

定期考査の

結果 

後
期 

電磁誘導と電磁波 

・電磁誘導の法則 

・自己誘導と相互誘導 

・交流回路 

・電磁波 

 ○   

 原
子 

    

電子と光 

・電子 

・光の粒子性 

・Ｘ線 

・粒子の波動性 

   ○ a:新しい事柄の発見の歴史に

着目し，その理論の流れを意

欲的に探求しようとする。 

b:各現象について，定性的かつ

定量的に説明できる。 

c:さまざまなスペクトルを観

察し違いを記録することが

できる。 

d:与えられた条件の下，正しく

式を組み立て，論理展開がで

きている。  

 

学習状況の

観察 

ノートや探

究活動の記

述 

小テストの

結果 

定期考査の

結果 

 

原子と原子核 

・原子の構造 

・原子核 

・核反応とエネルギー 

・素粒子 

  ○  

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


